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一
、
は
じ
め
に

　
『
伊
勢
物
語
山
口
記
』（
以
下
、『
山
口
記
』）は
、連
歌
師
・
宗
祇
に
よ
る『
伊

勢
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
作
中
の
全
和
歌
を
対
象
と
し
て
、
和
歌
の

み
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
。宗
祇
の
勢
語
注
は
数
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、

宗
祇
自
身
の
手
に
よ
る
注
釈
書
と
し
て
は
、本
書
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

宗
祇
が
直
接
編
集
し
た
と
い
う
点
で
、
本
書
は
他
の
注
釈
書
と
は
性
質
を

異
に
す
る
。

　

成
立
は
、
宗
祇
自
身
の
奥
書
に
よ
り
延
徳
年
間
（
一
四
八
九
～
九
一
）

の
初
期
と
判
明
す
る
。
確
認
の
た
め
、
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書

本
に
よ
っ
て
、
以
下
に
そ
の
奥
書
を
示
す（

（
（

。

　
　

此
一
冊
者
、
延
徳
之
初
之
比
、
防
州
山
口
に
し
て
此
物
語
之
講
尺
之

後
、
初
心
之
輩
所
望
之
間
、
書
之
。
然
者
、
形
の
や
う
な
る
事
共
な

る
へ
し
。
於
余
情
者
筆
舌
難
及
、
只
任
其
心
耳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
祇

　
　
　

天
文
十
八
年
二
月
廿
八
日
是
書

右
の
奥
書
に
は
、
周
防
国
山
口
に
て
行
っ
た
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
が
本
書

作
成
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
、
注
釈
内
容
が
宗
祇
自
身
に
よ
っ
て
ま

と
め
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
年
時
や
講
義
の
対
象
者
・
場
所
が
明
瞭
で
あ
る

こ
と
等
、
注
釈
書
成
立
に
関
わ
る
重
要
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

奥
書
に
よ
っ
て
、本
書
の
注
釈
書
と
し
て
の
性
格
は
端
的
に
把
握
さ
れ
る
。

　

本
書
を
め
ぐ
る
研
究
と
し
て
は
、
大
津
有
一
氏
に
よ
る
紹
介
の
後（

（
（

、
山

本
登
朗
氏
に
よ
っ
て
基
礎
的
か
つ
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
た（

（
（

。
山
本
氏

は
、
一
条
兼
良
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
兼
良
説
が
一

切
見
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
和
歌
注
と
あ
り
な
が
ら
も
『
伊
勢
物
語
』
各
章

段
の
内
容
が
簡
略
に
提
示
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
注
釈
姿
勢
を
指
摘
し

『
伊
勢
物
語
山
口
記
』
の
現
存
伝
本
と
そ
の
性
格
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た
上
で
、『
山
口
記
』を
扱
っ
た
人
々
が
あ
く
ま
で
地
方
の
初
学
者
で
あ
り
、

和
歌
や
連
歌
を
詠
む
際
の
最
低
限
の
基
礎
的
知
識
の
提
供
こ
そ
が
『
山
口

記
』
の
目
的
で
あ
っ
た
、
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
氏
の
指
摘
は
大
い
に
首

肯
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
稿
者
も
、
近
年
新
た
に
確
認
さ
れ
た

伝
本
の
報
告
を
行
っ
て
い
る（

（
（

。
た
だ
し
、
現
存
諸
伝
本
間
に
お
け
る
関
係

性
に
つ
い
て
は
、そ
の
際
十
分
に
論
じ
る
こ
と
が
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諸
伝
本
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

主
に
現
存
諸
本
の
形
態
面
に
着
目
し
、本
書
の
性
格
を
窺
う
こ
と
と
す
る
。

二
、
現
存
伝
本
の
書
誌

　
『
山
口
記
』
の
伝
本
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
写
本
八
本
と
、
板
本
一
種
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
諸
伝
本
の
書
誌
を
確
認
す
る
。
先

行
研
究
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
部
分
と
重
な
る
箇
所
も
あ
る
が
、
全

体
像
を
掴
む
た
め
に
、
今
一
度
、
そ
の
詳
細
を
示
す
こ
と
と
し
た（

（
（

。

（
Ａ
）
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本

　
　

写
本
、一
冊
。
縦
23
・
0
㎝
、横
15
・
9
㎝
。
楮
紙
、袋
綴
。
一
面
8
行
。

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
外
題
は
表
紙
直
書
に
て「
伊
勢
物
語
山
口
記
」

（
た
だ
し
表
紙
は
後
補
）、
内
題
な
し
、
中
扉
に
「
宗
祇
法
師
筆　

伊

勢
物
語
古
写
本　

全
」
と
あ
り
。
中
扉
に
「
鉄
心
斎
文
庫
」
の
朱
長

方
印
、
末
尾
に
「
神
足
寺
蔵
書
印
」
の
朱
方
印
あ
り
。
奥
書
「
此
一

冊
者
延
徳
之
初
之
比
防
州
山
口
に
し
て
此
／
物
語
之
講
尺
之
後
初
心

之
輩
所
望
之
間
／
書
之
然
者
形
の
や
う
な
る
事
共
な
る
へ
し
於
余
情

／
者
筆
舌
難
及
只
任
其
心
耳
／
宗
祇
」
と
あ
り
、
そ
の
後
に
「
天
文

十
八
年
二
月
廿
八
日
是
書
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
本
書
の
書
写

年
代
は
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
と
な
る
。
注
釈
部
分
は
和
歌

よ
り
も
二
字
下
げ
に
て
示
さ
れ
る
。
和
歌
は
一
行
書
き
。『
伊
勢
物

語
古
注
釈
大
成
』
第
三
巻
に
翻
刻
あ
り
。
他
の
写
本
に
比
べ
て
、
漢

字
の
使
用
が
多
い
。
十
四
段
ま
で
は
、
和
歌
に
歌
番
号
を
付
す
（
22

番
歌
ま
で
）。

（
Ｂ
）
鉄
心
斎
文
庫
蔵
清
水
泰
氏
旧
蔵
本

　
　

写
本
、一
冊
。
縦
21
・
9
㎝
、横
17
・
3
㎝
。
楮
紙
、袋
綴
。
一
面
14
行
。

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
外
題
「
伊
勢
物
語
歌
註　

全
」、
内
題
な
し
、

中
扉
に
「
伊
勢
物
語
歌
註　

全
」
と
あ
り
。
冒
頭
と
中
扉
に
「
清
水

泰
蔵
書
」
の
朱
方
印
、中
扉
に
「
鉄
心
斎
文
庫
」
の
朱
長
方
印
あ
り
。

江
戸
初
期
か
ら
中
期
頃
の
写
か
。
奥
書
な
し
。
識
語
と
し
て
「
伊
勢

物
語
に
は
注
釈
書
多
し
。
然
れ
ど
も
和
歌
の
み
を
と
り
／
出
で
ゝ
釈

せ
る
も
の
は
珍
し
。
此
の
書
何
人
の
い
つ
か
き
た
／
た
る
も
の
か
不
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明
な
る
は
う
ら
み
あ
り
と
い
へ
ど
も
徳
川
時
／
代
初
期
の
も
の
た

る
は
明
か
な
り
。
又
以
て
珍
蔵
す
る
に
足
る
。
／
昭
和
四
年
八
月

　

清
水
泰
」、及
び「
本
書
も
と
表
紙
な
く
虫
損
甚
し
か
り
し
も
の
。

新
に
／
製
本
せ
し
め
補
修
を
加
へ
し
も
の
也
。　

清
水
泰
再
記
」

と
あ
り
。
和
歌
は
注
釈
部
分
よ
り
も
二
字
下
げ
に
て
示
さ
れ
る
。

（
Ｃ
）
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本

　
　

原
本
未
調
査
の
た
め
、『
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成
』
第
三
巻
所
収

の
山
本
登
朗
氏
「
解
題
」
を
以
下
に
引
用
し
た
。
な
お
、
注
記
内

容
に
つ
い
て
は
、
紙
焼
き
写
真
に
て
確
認
し
た
。

　
　
　
　

横
本
、袋
綴
一
冊
。『
神
風
小
名
寄
』『
連
歌
髄
脳
』
と
合
冊
。

外
題
は
上
記
二
書
名
と
並
ん
で
中
央
に
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」。

内
題
な
し
。
奥
書「
此
一
冊
為
付
当
地
老
若
等
契
講
尺
之
後
、

或
人
所
望
注
置
者
也
。
定
而
群

（
マ
マ
）案

可
多
也
。
宗
祇
作
」。

　
　

和
歌
は
注
釈
部
分
よ
り
も
二
字
下
げ
に
て
示
さ
れ
る
。

（
Ｄ
）
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本

　
　

原
本
未
調
査
の
た
め
、（
Ｃ
）
と
同
様
に
、
山
本
登
朗
氏
「
解
題
」

を
一
部
示
す
。
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
紙
焼
き
写
真
に
て
確

認
済
み
で
あ
る
。

　
　
　
　

袋
綴
一
冊
。
外
題
「
伊
勢
物
語
抄
」。
内
題
な
し
。
冒
頭
遊

紙
に
「
正
徳
元
年
」（
一
七
一
一
）
の
書
き
付
け
あ
り
。
総

論
部
を
欠
く
。

　
　

一
面
8
行
。
和
歌
は
注
釈
部
分
よ
り
も
二
字
下
げ
に
て
示
さ
れ
る
。

和
歌
は
二
行
書
き
。
冒
頭
の
「
総
論
部
を
欠
く
」
と
さ
れ
る
が
存
在

す
る
。
た
だ
し
、
他
の
写
本
に
見
ら
れ
る
、
和
歌
注
釈
の
冒
頭
（
初

段
の
注
釈
の
直
前
）
に
「
同
物
語
哥
注
」
と
示
す
部
分
は
見
え
な
い
。

奥
書
な
し
。

（
Ｅ
）
寛
文
八
年
刊
本

　
　

三
冊
。
中
野
半
兵
衛
刊
。
一
面
10
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
外
題

「
伊
勢
物
語
山
口
記
」、
内
題
（
端
作
題
）「
山
口
記
」。
写
本
に
示
さ

れ
た
総
論
の
前
に
「
宮
城
春
意
布
衣
握
毫
于
武
城
萩
花
堂
」
に
よ
る

序
が
あ
る
。
注
釈
の
後
に
は
、
宗
祇
の
奥
書
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

文
言
は
写
本
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
末
尾
に
「
但
又
云
雖
損
字

落
字
可
有
之
候
本
ま
か
せ
に
書
之
候
」
が
加
わ
る
。
ま
た
、
宗
祇
の

奥
書
の
後
に
「
草
秋
埜
客
」
に
よ
る
跋
あ
り
。
注
釈
部
分
は
和
歌
よ

り
も
二
字
下
げ
に
て
示
さ
れ
る
。
和
歌
は
二
行
書
き
。
天
明
八
年
再

印
本
も
あ
る
。『
続
群
書
類
従
』
所
収
本
の
底
本
。

（
Ｆ
）
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本

　
　

写
本
、
一
冊
。
縦
27
・
0
㎝
、
横
20
・
1
㎝
。
楮
紙
、
袋
綴
。
栗
色

無
地
表
紙
。
一
面
12
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
外
題
「
伊
勢
物
語

和
哥
注
」、
内
題
な
し
。
末
尾
に
「
月
明
荘
」
の
朱
方
印
あ
り
。
弘
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文
荘
旧
蔵
で
あ
り
、『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
26
号
に
掲
載
さ
れ

た
伝
本
と
認
め
ら
れ
る
。
室
町
末
期
頃
の
写
か
。
奥
書
な
し
。
注
釈

部
分
は
和
歌
よ
り
も
二
字
下
げ
に
て
示
さ
れ
る
。和
歌
は
一
行
書
き
。

全
丁
に
わ
た
り
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
大
津
有
一
氏
が

『
伊
勢
物
語
古
注
釈
の
研
究
』
で
触
れ
ら
れ
た
伝
本
と
認
め
ら
れ
る
。

帙
の
箱
書
は
森
銑
三
に
よ
る
。

（
Ｇ
）
石
川
武
美
記
念
図
書
館（
旧
お
茶
の
水
図
書
館
）成
簣
堂
文
庫
蔵
本

　
　

写
本
、
一
冊
。
縦
26
・
3
㎝
、
横
17
・
8
㎝
。
楮
紙
、
袋
綴
。
薄
曇

表
紙
。
一
面
10
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
外
題
は
表
紙
直
書
に
て

「
勢
語
抄　

全
」、内
題
な
し
。
冒
頭
に「
寫
字
臺
蔵
書
」の
朱
長
方
印
、

及
び
「
蘇
峰
」
の
朱
六
角
印
あ
り
。
西
本
願
寺
旧
蔵
、
徳
富
蘇
峰
旧

蔵
。
室
町
末
期
頃
の
写
か
。
奥
書
「
此
一
冊
者
延
徳
之
初
之
比
防
州

尺
江
に
／
し
て
此
物
語
講
尺
之
後
初
心
之
輩
／
所
望
之
間
書
之
然
者

形
の
や
う
な
る
／
事
と
も
な
る
へ
し
猶
餘
情
筆
舌
／
難
及
只
任
其
心

耳
／
宗
祇
」。
注
釈
部
分
は
和
歌
よ
り
も
二
字
下
げ
に
て
示
さ
れ
る
。

和
歌
は
一
行
書
き
。
全
体
的
に
、
安
易
な
誤
写
や
誤
字
が
多
い
。
な

お
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
六
月
十
一
日
付
け
の
別
紙
一
葉
が
添

え
ら
れ
て
い
る
。

（
Ｈ
）
室
町
末
期
写
巻
子
本

　
　

平
成
二
十
八
年
度
東
京
古
典
会
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
に
て
「
伊
勢

物
語
和
歌
註
」
と
し
て
出
品
さ
れ
た
も
の
。
巻
子
装
の
一
軸
。
序
・

奥
書
等
は
な
く
、
和
歌
注
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
は
注
釈
部

分
よ
り
も
二
字
下
げ
に
て
示
さ
れ
る
。
和
歌
は
一
行
書
き
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
不
明
と
し
て
お
く
。

（
Ｇ
）（
Ｈ
）
の
二
本
は
、
今
回
新
た
に
確
認
さ
れ
た
伝
本
で
あ
る
。（
Ｈ
）

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
所
在
も
含
め
、
詳
細
な
調
査
が
不
可
能
で
あ
る
た

め
、
本
稿
で
は
対
象
か
ら
外
す
こ
と
と
し
た
。

　

右
の
諸
伝
本
の
中
で
、
形
態
面
か
ら
検
討
を
要
す
る
事
項
と
し
て
は
、

奥
書
の
有
無
（
二
重
傍
線
部
）
と
、注
記
提
示
の
差
異
（
傍
線
部
）
で
あ
る
。

　

奥
書
を
有
す
る
伝
本
は
、（
Ａ
）（
Ｃ
）（
Ｅ
）（
Ｇ
）
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、（
Ａ
）（
Ｅ
）（
Ｇ
）
は
同
一
の
奥
書
と
認
め
ら
れ
、先
に
示
し
た
通
り
、

宗
祇
自
身
に
よ
っ
て
『
山
口
記
』
の
編
纂
事
情
が
示
さ
れ
て
い
る
。（
Ｃ
）

が
持
つ
奥
書
は
、（
Ａ
）（
Ｅ
）（
Ｇ
）
の
内
容
を
縮
小
し
た
か
の
ご
と
く
、

当
地
で
の
講
釈
後
に
所
望
者
に
本
書
を
与
え
た
、と
述
べ
る
。
末
尾
の「
宗

祇
作
」
と
記
さ
れ
る
点
か
ら
は
、
こ
の
奥
書
が
宗
祇
自
身
に
よ
っ
て
付
さ

れ
た
か
ど
う
か
、
や
や
疑
問
も
残
る（

（
（

。（
Ｃ
）
の
奥
書
が
、
誰
に
よ
っ
て

ど
の
段
階
で
付
さ
れ
た
か
は
明
確
に
は
し
が
た
い
が
、（
Ａ
）（
Ｅ
）（
Ｇ
）

と
同
内
容
を
持
つ
こ
と
か
ら
は
、
全
く
別
種
の
奥
書
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
現
段
階
で
の
稿
者
の
見
解
を
述
べ
る
と
、
こ
の
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（
Ｃ
）
の
奥
書
は
、
後
人
が
宗
祇
奥
書
の
内
容
を
端
的
に
要
約
し
た
簡
略

版
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
奥
書
を
持
つ
伝
本
は
、
そ
の
編
纂
事
情
を
示

す
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
も
の
の
、後
人
の
介
入
が
疑
わ
れ
る
点
を
以
て
、

（
Ａ
）（
Ｅ
）（
Ｇ
）
と
（
Ｃ
）
と
に
分
別
さ
れ
よ
う
。

　

次
に
、
注
記
提
示
の
差
異
を
確
認
し
て
い
く
。『
山
口
記
』
の
注
記
は
、

ま
ず
『
伊
勢
物
語
』
の
和
歌
が
提
示
さ
れ
、そ
の
後
に
注
釈
が
示
さ
れ
る
、

と
い
っ
た
形
態
を
取
る
。
つ
ま
り
、
各
和
歌
は
、
各
注
記
の
見
出
し
の
ご

と
き
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
和
歌
と
注
釈
部
分
の
位
置
関
係
で
あ
る
。

諸
伝
本
は
、
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
和
歌
が
注
釈
部
分
よ
り
も
二
字
程

度
上
げ
て
書
か
れ
て
い
る
形
態
（
注
釈
部
分
が
二
字
下
げ
で
示
さ
れ
る
形

態
）
と
、
和
歌
が
注
釈
部
分
よ
り
も
二
字
程
度
下
げ
て
書
か
れ
て
い
る
形

態
（
注
釈
部
分
が
二
字
上
げ
で
示
さ
れ
る
形
態
）
と
に
二
分
さ
れ
る
。
注

釈
部
分
が
二
字
下
げ
で
示
さ
れ
る
伝
本
は
、（
Ａ
）（
Ｅ
）（
Ｇ
）（
Ｆ
）
の

四
本
、
和
歌
が
二
字
下
げ
で
示
さ
れ
る
伝
本
は
、（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｄ
）
の

三
本
で
あ
る
。
二
種
類
の
提
示
方
法
が
見
ら
れ
る
要
因
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
も
の
の
、
各
伝
本
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で

こ
の
二
種
類
の
提
示
方
法
を
選
択
し
た
、と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、

こ
の
注
記
提
示
の
差
異
は
、
伝
本
系
統
の
差
異
に
起
因
す
る
も
の
と
判
断

さ
れ
る
。
伝
本
の
前
後
関
係
を
直
接
的
に
示
す
現
象
で
は
な
い
が
、
形
態

面
も
伝
本
分
類
の
一
つ
の
指
標
に
成
り
得
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

　

以
上
の
二
点
、奥
書
の
有
無
と
注
記
提
示
形
態
の
状
況
を
整
理
す
る
と
、

諸
伝
本
の
様
相
は
次
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
。

和
歌
二
字
上
げ

（
注
釈
部
分
二
字
下
げ
）

和
歌
二
字
下
げ

（
注
釈
部
分
二
字
上
げ
）

奥
書
あ
り
（
宗
祇
）

（
Ａ
）（
Ｇ
）

奥
書
あ
り
（
宗
祇
＋
）
（
Ｅ
）

奥
書
あ
り
（
宗
祇
？
）

（
Ｃ
）

奥
書
な
し

（
Ｆ
）

（
Ｂ
）（
Ｄ
）

右
の
表
で
興
味
深
い
点
は
、宗
祇
の
奥
書
を
持
つ
（
Ａ
）（
Ｇ
）（
Ｅ
）
が
、

共
通
し
て
和
歌
二
字
上
げ
の
形
態
を
採
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
奥
書
の

有
無
と
注
記
提
示
の
形
態
と
は
、
本
来
全
く
関
係
の
無
い
要
素
で
は
あ
る

も
の
の
、
伝
本
の
系
統
分
類
を
窺
う
際
に
は
、
有
機
的
に
結
び
付
く
可
能

性
が
指
摘
出
来
る
。
宗
祇
の
手
許
で
記
さ
れ
た
『
山
口
記
』
は
、
和
歌
二

字
下
げ
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
が
、
検
討
対
象
と
す
べ

き
そ
も
そ
も
の
伝
本
数
が
少
な
い
た
め
、
現
段
階
で
は
あ
く
ま
で
も
一
仮
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説
に
留
め
て
お
く
。
今
後
の
検
討
を
俟
ち
た
い
。

三
、
注
記
内
容
か
ら
見
る
諸
伝
本
の
関
係
性

　

前
節
の
外
面
的
特
徴
を
押
さ
え
つ
つ
、
以
下
で
は
、『
山
口
記
』
の
内

容
面
か
ら
、
諸
伝
本
の
関
係
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。『
山
口
記
』
の
注

記
本
文
を
確
認
す
る
と
、
僅
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
伝
本
間
で
の
異
同
が

確
認
出
来
る
。

　

伝
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
山
本
氏
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
以
下

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　
　

こ
の
五
本
の
う
ち
（
稿
者
注

：本
稿
の
（
Ａ
）
か
ら
（
Ｅ
）
の
五
本
）、

E
寛
文
八
年
版
本
は
、
他
の
四
本
と
異
な
る
独
自
の
欠
脱
部
や
異
文

が
多
く
、
四
写
本
と
は
系
統
の
異
な
っ
た
伝
本
を
も
と
に
し
て
刊
行

さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
他
の
四
本
の
う
ち
、
C
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
（
一
五
五
―
三
三
）
と
D
東
北
大
学
附

属
図
書
館
狩
野
文
庫
本
（
四
―
二
八
四
七
七
）
は
比
較
的
近
い
関
係

に
あ
る
こ
と
が
、
共
通
欠
脱
部
の
存
在
な
ど
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ

る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
四
本
の
写
本
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
欠

脱
部
や
異
文
が
見
ら
れ
る
。

右
の
通
り
、
各
伝
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
欠
脱
が
存
在
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

系
統
と
し
て
巨
視
的
に
捉
え
る
と
、
写
本
群
と
板
本
と
に
大
別
さ
れ
る
。

写
本
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
細
か
な
異
同
を
持
ち
な
が
ら
も
、
共
通
の
欠
脱
部

分（
（
（

が
見
ら
れ
る
た
め
、
写
本
共
通
祖
本
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
新
た

に
確
認
さ
れ
た
（
Ｆ
）（
Ｇ
）
の
二
写
本
に
つ
い
て
も
、
こ
の
特
徴
は
当

て
は
ま
る
。
一
方
の
板
本
は
、
写
本
群
と
比
較
し
て
大
き
な
欠
脱
が
存
在

し
て
お
り
、
写
本
群
と
は
系
統
を
異
に
す
る
一
本
を
使
用
し
た
こ
と
が
明

ら
か
さ
れ
て
い
る
。
新
出
の
伝
本
が
現
れ
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
、『
山

口
記
』
の
系
統
分
類
の
根
本
的
見
直
し
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
、
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

写
本
間
で
の
差
異
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
写
本
間
の
位
置

付
け
と
し
て
は
、（
Ａ
）
の
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
が
、
一

部
後
人
の
増
補
が
見
ら
れ
る
も
の
の（

（
（

、
最
も
完
備
し
た
姿
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
他
の
写
本
の
欠
脱
部
分
を
補
う
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
起

因
す
る
。
一
例
を
以
下
に
示
す
。

　

・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　

数
々
に
お
も
ひ
思
は
す
問
か
た
み
身
を
し
る
雨
は
ふ
り
そ
ま
さ
れ
る

　
　
　
　

と
し
行
女
を
え
て
後
や
る
文
に
雨
の
ふ
る
を
み
わ
つ
ら
い

（
マ
マ
）侍

る

な
と
女
の
か
た
へ
云
や
り
け
る
也
此
女
は
業
平
の
い
も
う
と
也

そ
れ
に
か
は
り
て
業
平
よ
め
り
数
々
と
は
お
も
ひ
思
は
す
と
い

は
ん
と
て
云
出
た
る
詞
也
お
も
ひ
も
お
も
は
す
も
あ
れ
は
や
と
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ひ
か
た
く
な
れ
る

（
マ
マ
）真

実
お
も
は
ゝ
雨
に
さ
は
る
へ
き
事
に
も
あ

ら
す
み
わ
へ（

マ
マ
）か

ふ
と
云
を
身
を
し
る
雨
ふ
り
ま
さ
る
と
云
心
也

身
を
し
る
雨
と
は
雨
に
よ
り
て
身
を
し
る
心
也

　

・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
Ｄ
）

　
　
　
　

か
す
〳
〵
に
思
ひ
お
も
は
す
と
ひ
か
た
み

　
　
　
　

身
を
し
る
あ
め
は
ふ
り
そ
ま
さ
れ
る

　
　

し
け
ゆ
き
女
を
え
て
の
ち
や
る
文
に
あ
め
の
ふ
る
を
み
わ
つ
ら
ひ
侍

へ（
マ
マ
）る

な
と
女
の
か
た
へ
い
ひ
や
り
け
る
此
女
な
り
ひ
ら
の
い
も
う
と

な
り
そ
れ
に
か
は
り
て
業
平
よ
め
り
か
す
〳
〵
と
は
思
ひ
お
も
は

す
も
あ
れ
は
や
と
ひ
か
た
く
な
れ
り
し
ん
し
つ
お
も
は
ゝ
あ
め
に
さ

は
る
へ
き
事
に
も
あ
ら
す
み
わ
つ
ら
ふ
と
い
ふ
に
身
を
し
る
あ
め
ふ

り
ま
さ
る
と
い
ふ
心
な
り
み
を
し
る
あ
め
と
は
あ
め
に
よ
り
て
身
を

し
る
こ
ゝ
ろ
な
り

（
Ａ
）
の
傍
線
部
は
、（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｄ
）
に
は
見
ら
れ
な
い
箇
所
で
あ
り
、

目
移
り
に
よ
る
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
傍
線
部
は
、
板
本
（
Ｅ
）
に

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
写
本
の
欠
損
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
新
出
の

（
Ｆ
）（
Ｇ
）
の
二
写
本
は
、（
Ａ
）
と
同
じ
く
、
傍
線
部
の
注
記
を
持
つ
。

つ
ま
り
、（
Ａ
）（
Ｆ
）（
Ｇ
）
の
三
写
本
と
、（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｄ
）
の
三
写

本
と
は
、
対
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
実
は
、
同
様
の
事
例
は
他
に
も
確
認

さ
れ
る（

（1
（

。
紙
幅
の
都
合
上
、
詳
細
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
写
本

の
中
で
も
注
記
内
容
の
差
異
は
大
ま
か
に
二
分
さ
れ
る
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
二
分
さ
れ
る
諸
本
、（
Ａ
）（
Ｆ
）（
Ｇ
）
と
（
Ｂ
）

（
Ｃ
）（
Ｄ
）
と
の
対
立
が
、
前
節
で
扱
っ
た
、
注
記
提
示
形
態
の
状
況
と

重
な
る
点
で
あ
る
。（
Ａ
）（
Ｆ
）（
Ｇ
）
の
三
本
は
注
釈
部
分
が
二
字
下

げ
、（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｄ
）
の
三
本
は
和
歌
が
二
字
下
げ
、
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
対
立
は
一
致
す
る
。
先
に
注
記
提
示
の
差
異
に
よ
っ
て
伝
本
系
統
が

分
か
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
諸
本
に
見
ら
れ
る
注
記
内
容
の
差
異

も
こ
れ
と
連
動
す
る
の
で
あ
る
。
形
態
面
と
内
容
面
が
連
動
す
る
点
か
ら

は
、
こ
れ
ら
の
差
異
が
系
統
の
差
を
示
す
特
徴
的
現
象
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
現
存
写
本
が
二
分
さ
れ
る
現
象
は
、
そ
の
ま
ま
系
統

間
の
差
異
と
し
て
捉
え
る
べ
き
要
素
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

写
本
が
二
系
統
に
分
か
れ
る
と
い
う
点
か
ら
は
、（
Ａ
）
鉄
心
斎
文
庫

蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
の
位
置
付
け
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
（
Ａ
）
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
は
、
他
に
類

似
の
伝
本
が
無
か
っ
た
た
め
に
、
写
本
の
中
で
の
位
置
付
け
が
不
明
な
点

も
多
か
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
（
Ｆ
）
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本
・（
Ｇ
）

石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
は
、
同
系
統
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
た
め
、
こ
の
二
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、（
Ａ
）
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天

文
十
八
年
奥
書
本
の
性
格
を
窺
う
こ
と
と
す
る
。

　

端
的
な
例
を
い
く
つ
か
示
す
。
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・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　

天
雲
の
よ
そ
に
も
人
の
成
行
か
さ
す
か
に
目
に
は
見
ゆ
る
物
か
ら

　
　
　
　

あ
ま
雲
は
よ
そ
な
か
ら
み
ゆ
る
物
な
れ
は
我
中
の
道
に
見
か
は

せ
と
も
業
平
の
立
よ
ら
ぬ
に
よ
そ
へ
い
へ
る
な
り

　
　
　
　

天
雲
の
や
う
に
よ
そ
に
の
み
し
て
ぬ
る
事
は
猶
お
は
し
ま
す
山

の
風
か
は
け
し
け
れ
は
な
り
と
い
ふ
は
女
の
別
人
に
心
を
か
は

す
を
知
て
云
心
也
此
女
は
有
常
か
女
の
よ
し
古
今
に
み
ゆ

　

・
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本
（
Ｆ
）

　
　

あ
ま
雲
の
よ
そ
に
も
人
の
成
行
か
さ
す
か
に
め
に
は
見
ゆ
る
物
か
ら

　
　
　
　

天
の
雲
は
よ
そ
な
か
ら
み
ゆ
る
物
な
れ
は
我
中
の
常
に
見
か
は

せ
と
も
業
平
の
た
ち
よ
ら
ぬ
に
よ
そ
へ
い
へ
る
な
り

　
　

天
雲
の
よ
そ
に
の
み
し
て
ふ
る
こ
と
は
我
ゐ
る
山
の
風
は
や
み
也

　
　
　
　

あ
ま
雲
の
や
う
に
よ
そ
に
の
み
し
て
へ
ぬ
る
こ
と
は
お
は
し
ま

す
山
の
か
せ
か
は
け
し
け
れ
は
な
り
と
云
は
女
の
別
人
に
心
を

か
は
す
を
し
り
て
云
心
也
此
女
は
あ
り
つ
ね
か
む
す
め
の
よ
し

古
今
に
見
ゆ

右
は
、
19
段
の
注
記
で
あ
る
。（
Ａ
）
に
は
19
段
の
二
首
目
の
和
歌
が
欠

落
し
て
お
り
、
本
来
は
二
つ
の
注
記
で
あ
っ
た
も
の
が
一
注
記
と
な
っ
て

い
る
。（
Ｆ
）
を
確
認
す
る
と
、
傍
線
部
の
通
り
、
二
首
目
の
和
歌
が
提

示
さ
れ
て
お
り
、
二
注
記
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
注
記
の
提
示
は
省
略

し
た
が
、（
Ｇ
）
も
同
様
に
傍
線
部
を
持
つ
。（
Ａ
）
の
欠
脱
に
対
し
、（
Ｆ
）

（
Ｇ
）
は
本
来
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
同
様
の
例
と
し
て

も
う
一
例
、
88
段
の
注
記
を
示
す
。

　

・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　

大
方
は
月
を
も
め
て
し
こ
れ
そ
此
つ
も
れ
は
人
の
老
と
成
も
の

　
　
　
　

此
大
か
た
と
云
詞
心
得
ら
る
ゝ
さ
ま
な
か
ら
其
心
を
云
は
い
は

れ
ぬ
物
也
大
概
と
云
程
の
事
也
こ
ま
か
に
い
は
ゝ
十
の
物
は

七
八
な
と
世
上
に
云
事
の
侍
る
さ
や
う
に
心
得
へ
き
に
や
月
を

も
め
て
し
と
お
も
ひ
成
を
の
み
め
て
き
て
徒
に
老
と
成
て
後
我

心
を
お
も
ひ
か
へ
し
て
こ
れ
そ
此
と
思
お
と
ろ
き
た
る
心
に
や

　

・
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本
（
Ｆ
）

　
　

大
か
た
は
月
を
も
め
て
し
こ
れ
そ
此
つ
も
れ
は
人
の
老
と
な
る
も
の

　
　
　
　

此
大
か
た
と
云
詞
心
え
ら
る
ゝ
様
な
か
ら
其
心
を
い
ふ
に
は
い

は
れ
ぬ
物
な
り
大
か
い
と
云
ほ
と
の
こ
と
な
り
こ
ま
か
に
い

は
ゝ
十
の
物
は
七
八
な
と
世
上
に
い
ふ
こ
と
の
侍
る
さ
や
う
に

心
得
へ
き
に
や
月
を
も
め
て
し
と
思
ひ
な
り
た
る
さ
ま
也
人
の

身
に
は
か
な
ら
す
お
も
ふ
へ
き
こ
と
の
あ
る
に
く
る
秋
こ
と
の

月
を
の
み
め
て
き
て
い
た
つ
ら
に
老
と
な
り
て
後
我
心
を
思
ひ

返
し
て
こ
れ
そ
此
と
お
と
ろ
き
た
る
心
に
や

傍
線
部
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。（
Ｇ
）も（
Ｆ
）と
同
じ
く
傍
線
部
を
持
ち
、
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（
Ａ
）
の
み
が
こ
の
部
分
を
持
た
な
い
。（
Ａ
）
の
形
で
は
文
意
が
通
じ
が

た
い
た
め
、
目
移
り
に
よ
る
誤
脱
を
想
定
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
他
に
も
、（
Ａ
）
が
有
す
る
冒
頭
総
論
部
・
4
段
・
112
段
の
欠
字

部
分（

（1
（

に
つ
い
て
も
、（
Ｆ
）（
Ｇ
）
は
完
備
し
た
姿
を
見
せ
る
。（
Ｆ
）（
Ｇ
）

の
二
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
細
か
な
異
同
や
誤
字
、
表
記
の
差
も
存
在
し
て
い

る
も
の
の
、（
Ａ
）
の
欠
損
部
分
を
備
え
た
伝
本
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

な
お
、（
Ａ
）
に
見
ら
れ
る
後
人
の
増
補
箇
所（

（1
（

に
つ
い
て
は
、（
Ｆ
）（
Ｇ
）

に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
後
人
増
補
は
、（
Ａ
）
の
み
の
独
自
増
補
と
い

う
こ
と
と
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、（
Ｆ
）（
Ｇ
）
が
見
せ
る
よ
う
な
本
文
か

ら
、（
Ａ
）
の
本
文
が
発
生
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
（
Ａ
）
と
同
系
統
の
本
文
と
認
め
ら
れ
、
し
か
も
（
Ａ
）

よ
り
も
先
行
す
る
本
文
を
持
つ
点
で
、（
Ｆ
）（
Ｇ
）
の
学
術
的
価
値
は
認

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
諸
本
の
直
接
的
な
前
後
関
係

を
窺
う
こ
と
は
難
し
く
、（
Ｆ
）
や
（
Ｇ
）
が
優
れ
た
本
文
で
あ
る
と
は
、

一
概
に
は
言
い
が
た
い
。

　

諸
伝
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
、な
お
も
検
討
を
要
す
る
事
例
と
し
て
、

最
後
に
一
点
示
し
て
終
わ
り
た
い
。

　

・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　

忘
草
生
る
野
へ
と
は
見
る
ら
め
と
こ
は
し
の
ふ
な
り
後
も
憑
ま
む

　
　
　
　

是
は
こ
う
り
や
う
て
ん
の
は
さ
ま
を
業
平
と
を
る
時
あ
る
つ
ほ

ね
よ
り
忘
草
を
忍
草
と
や
い
ふ
と
て
出
さ
せ
給
へ
は
よ
め
る
歌

也
此
心
は
と
て
出
さ
せ
給
へ
は
其
心
を
業
平
知
て
か
く
よ
め
り

忍
草
忘
草
別
々
に
あ
り
又
一
草
を
忍
共
忘
共
い
へ
り
此
歌
は
其

心
に
か
な
へ
り

　

・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
Ｄ
）

　
　
　
　

わ
す
れ
く
さ
お
ふ
る
の
へ
と
は
み
る
ら
め
と

　
　
　
　

こ
は
し
の
ふ
な
り
の
ち
も
た
の
ま
ん

　
　

こ
れ
は
こ
う
ら
う
て
ん
の
は
さ
ま
を
業
平
と
を
る
と
き
あ
る
つ
ほ
ね

よ
り
わ
す
れ
く
さ
を
し
の
ふ
く
さ
と
や
い
ふ
と
て
出
さ
せ
給
へ
は
よ

め
る
う
た
な
り
此
心
は
業
平
こ
な
た
を
わ
す
る
ゝ
や
と
心
み
給
ふ
き

な
り
わ
す
れ
た
る
を
し
の
ひ
く
さ
と
や
い
は
ん
と
て
出
さ
せ
給
へ
は

そ
の
こ
ゝ
ろ
を
業
平
し
り
て
か
く
よ
め
り
も
と
よ
り
し
の
ひ
く
さ
も

わ
す
れ
く
さ
一
く
さ
を
い
へ
は
か
く
よ
め
る
な
り

　

・
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本
（
Ｆ
）

　
　

忘
草
お
ふ
る
野
へ
と
は
見
る
ら
め
と
こ
は
忍
ふ
な
り
後
も
憑
ま
ん

　
　
　
　

こ
れ
は
こ
う
ら
う
て
ん
の
は
さ
ま
を
業
平
と
を
る
時
あ
る
つ
ほ

ね
よ
り
忘
草
を
し
の
ふ
草
と
や
い
ふ
と
て
出
さ
せ
給
へ
は
よ
め

る
歌
也
此
心
は
な
り
ひ
ら
こ
な
た
を
わ
す
る
ゝ
や
と
心
み
た
ま

ふ
儀
也
わ
す
れ
た
る
を
忍
草
と
や
い
は
む
と
て
出
さ
せ
給
へ
は
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其
こ
ゝ
ろ
を
な
り
ひ
ら
し
り
て
か
く
よ
め
り
も
と
よ
り
し
の
ふ

草
と
も
忘
草
一
草
を
い
へ
は
か
く
よ
め
る
也

　

・
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
（
Ｇ
）

　
　

�

わ
す
れ
く
さ
お
ふ
る
野
へ
と
は
見
る
ら
め
と
こ
は
し
の
ふ
な
り
の
ち

も
た
の
ま
ん

　
　
　
　

こ
れ
こ
う
り
よ
う
て
ん
の
は
さ
ま
を
な
り
ひ
ら
と
を
る
時
あ
る

つ
ほ
ね
よ
り
わ
す
れ
く
さ
を
し
の
ふ
く
さ
と
や
い
ふ
と
て
出
さ

せ
た
ま
へ
は
よ
め
る
也
此
心
は
な
り
ひ
ら
こ
な
た
を
わ
る
ゝ
や

と
心
み
給
ふ
義
也
わ
す
れ
た
る
を
し
の
ふ
と
や
い
は
ん
と
て
い

た
さ
せ
た
ま
へ
は
の
ち
の
心
を
な
り
ひ
ら
し
ら
て
か
く
よ
め
り

し
の
ふ
く
さ
わ
す
れ
く
さ
へ
つ
〳
〵
に
あ
り
又
一
草
を
し
の
ふ

と
も
わ
す
れ
と
る
と
も
い
へ
り
こ
の
哥
は
心
に
か
な
へ
り

　

・
寛
文
八
年
刊
本
（
Ｅ
）

　
　

�

わ
す
れ
く
さ
生
ふ
る
野
へ
と
は
見
る
ら
め
と
こ
は
し
の
ふ
な
り
の
ち

も
た
の
ま
ん

　
　
　
　

こ
れ
は
後コ

ウ
ラ
ウ
デ
ン

凉
殿
の
は
さ
ま
を
業
平
通
る
時
あ
る
つ
ほ
ね
よ
り
わ

す
れ
草
を
忍
草
と
や
云
と
て
出
さ
せ
給
へ
は
よ
め
る
歌
也
此
心

は
業
平
こ
な
た
を
忘
る
や
と
心
み
給
ふ
義
也
忘
た
る
を
忍
ふ
と

や
い
は
ん
と
て
出
さ
せ
給
へ
は
其
心
を
業
平
し
り
て
か
く
読
る

忍
草
忘
草
別
々
に
あ
り
ま
た
一
草
を
も
忍
と
も
忘
と
も
い
へ
り

此
哥
は
そ
の
こ
ゝ
ろ
に
か
な
へ
り

右
は
、
100
段
の
注
記
で
あ
る
。（
Ｃ
）（
Ｂ
）
の
本
文
は
、（
Ｄ
）
と
同
一

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
省
略
し
た
。
傍
線
部
、
波
線
部
、
二
重
波
線
部
に
、

異
同
が
見
ら
れ
る
。
傍
線
部
は
、（
Ａ
）
の
み
持
た
な
い
た
め
、（
Ａ
）
の

脱
文
と
し
て
処
理
出
来
る
。
こ
れ
に
対
し
、
波
線
部
と
二
重
波
線
部
の
様

相
は
、単
な
る
脱
文
や
誤
写
と
し
て
は
処
理
出
来
な
い
。「
忍
草
」と「
忘
草
」

に
つ
い
て
、
別
の
草
か
、
同
じ
草
か
、
を
論
じ
て
い
る
。
注
記
内
容
と
し

て
は
、
同
一
の
も
の
と
認
め
る
点
で
一
致
す
る
も
の
の
、
文
言
は
異
な
っ

て
い
る
。
先
に
述
べ
た
分
類
に
従
う
な
ら
ば
、（
Ａ
）（
Ｇ
）（
Ｆ
）
は
同

一
の
注
記
を
持
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
が
、当
該
注
記
で
は
、（
Ｆ
）は（
Ｄ
）

と
同
じ
本
文
（
二
重
傍
線
部
）
を
持
つ
。
こ
の
事
象
の
み
を
見
る
と
、（
Ｃ
）

や
（
Ｄ
）
等
と
近
し
い
と
判
断
さ
れ
る
が
、
注
記
提
示
の
方
法
を
踏
ま
え

る
と
、
や
は
り
近
似
す
る
と
は
断
言
し
に
く
い
。
校
合
等
の
事
情
を
想
定

す
べ
き
か
、
も
し
く
は
、
新
た
な
別
の
系
統
と
し
て
分
割
す
べ
き
か
、
現

状
で
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

　

現
存
伝
本
に
つ
い
て
、
注
記
内
容
の
面
か
ら
現
段
階
ま
で
に
窺
え
る
こ

と
を
述
べ
て
き
た
。
僅
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
現
存
諸
本
の
関
係
性
が
把

握
し
直
さ
れ
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
よ
り
明
確
な
分
類
や
諸
伝
本
の
影
響
関

係
等
に
つ
い
て
は
、
宗
祇
の
他
の
注
釈
書
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

た
に
規
定
し
直
さ
れ
る
可
能
性
も
出
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
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つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
な
る
。

四
、
注
記
の
表
記
か
ら
窺
え
る
性
格

　

最
後
に
、
全
く
異
な
る
観
点
か
ら
、『
山
口
記
』
の
性
格
を
論
じ
る
こ

と
と
す
る
。
そ
れ
は
、
注
記
の
表
記
、
具
体
的
に
は
、
漢
字
と
仮
名
の
使

い
分
け
で
あ
る
。
諸
伝
本
を
比
較
す
る
と
、
同
一
注
記
で
あ
り
な
が
ら
、

漢
字
と
仮
名
の
使
用
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。
本
文
系

統
に
は
関
わ
ら
な
い
部
分
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
例
を
以
下
に
示
す
。

　

ま
ず
、
79
段
の
例
と
し
て
、（
Ａ
）
と
（
Ｇ
）
の
注
記
を
示
す
。

　

・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　

我
門
に
千
ひ
ろ
あ
る
か
け
を
う
へ
つ
れ
は
夏
冬
誰
か
か
く
れ
さ
る
へ

き

　
　
　
　

是
は
行
平
の
女
の
は
ら
に
清
和
天
皇
の
御
子
貞
数
親
王
に
生
給

ひ
し
時
業
平
の
歌
也
我
一
門
の
中
に
天
子
の
み
こ
生
給
事
を
我

門
に
千
尋
あ
る
か
け
を
う
ふ
る
と
は
云
也
千
尋
の
竹
は
仙
家
の

竹
な
れ
は
寿
命
を
い
は
ふ
心
也
惣
而
竹
は
王
道
の
便
あ
る
物
也

先
上
下
の
ふ
し
を
た
か
へ
ぬ
事
第
一
王
者
の
道
也
又
王
に
し
て

空
虚
な
る
所
又
王
道
の
肝
要
の
御
心
也
夏
冬
た
れ
か
と
は
此
御

か
け
に
か
く
れ
て
寒カ

ン

暑シ
ョ

の
く
る
し
み
を
一
切
衆
生
忘
る
へ
き
の

心
也
此
御
子
天
位
に
付
た
ま
へ
の
祝
事
也

　

・
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
（
Ｇ
）

　
　

�

わ
か
か
と
に
ち
い
ろ
か
け
を
う
へ
つ
れ
は
夏
冬
た
れ
か
か
く
れ
さ
る

へ
き

　
　
　
　

こ
れ
は
ゆ
き
ひ
ら
の
女
の
は
ら
に
せ
い
わ
て
ん
わ
う
の
み
こ
貞

数
し
ん
わ
う
む
ま
れ
給
ひ
し
時
な
り
ひ
ら
の
哥
也
わ
か
一
も
ん

の
な
か
に
天
子
の
み
こ
む
ま
れ
給
し
こ
と
を
わ
か
ゝ
と
に
ち
い

ろ
か
け
を
う
ふ
る
と
は
か
く
也
ち
い
ろ
の
た
け
は
せ
ん
か
の
た

け
な
れ
は
し
ゆ
み
や
う
を
い
は
ふ
心
也
惣
而
た
け
は
わ
う
た
う

に
た
よ
り
あ
る
物
也
ま
つ
上
下
の
ふ
し
た
か
へ
ぬ
事
第
一
王
者

の
道
也
又
よ
ろ
し
き
に
し
て
空
虚
な
る
と
こ
ろ
又
王
道
の
か
ん

よ
う
の
御
心
な
り
夏
冬
た
れ
か
と
は
此
御
か
け
に
か
く
れ
て
寒

暑
の
く
る
し
み
を
一
さ
い
し
ゆ
し
や
う
わ
す
る
へ
き
の
心
な
り

こ
の
み
こ
天
位
に
つ
き
た
ま
へ
の
祝
事
也

傍
線
部
が
、
漢
字
と
仮
名
の
使
用
差
が
出
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。（
Ａ
）

と
（
Ｇ
）
と
は
、
非
常
に
近
し
い
本
文
を
持
つ
伝
本
で
は
あ
る
が
、
表
記

の
面
で
は
大
き
な
差
が
存
在
す
る
。「
業
平
」「
な
り
ひ
ら
」や「
竹
」「
た
け
」、

「
是
」「
こ
れ
」
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
他
作
品
の
伝
本
状
況
を
鑑

み
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
書
き
分
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
清
和
天

皇
」「
せ
い
わ
て
ん
わ
う
」、「
寿
命
」「
し
ゆ
み
や
う
」、「
一
切
衆
生
」「
一
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さ
い
し
ゆ
し
や
う
」
等
は
、
漢
字
と
仮
名
の
書
き
分
け
と
し
て
は
一
般
的

と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
当
該
注
記
で
は
、「
王
道
」
と
い
う
語
が
二
度

登
場
す
る
が
、（
Ｇ
）
で
は
、一
度
目
が
「
わ
う
た
う
」
と
仮
名
で
書
か
れ
、

二
度
目
は
「
王
道
」
と
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か

に
漢
字
・
仮
名
の
使
用
が
意
識
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

次
の
例
も
、
表
記
と
し
て
は
や
や
異
例
と
言
え
る
例
で
あ
る
。

　

・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　

風
ふ
け
は
奥
津
し
ら
な
み
立
田
山
夜
半
に
や
君
か
独
こ
ゆ
ら
ん

　
　
　
　

奥
津
し
ら
波
と
は
盗
人
此
山
に
立
所
な
る
に
よ
り
て
い
ひ
つ
け

た
る
と
顕
注
密
勘
に
顕
昭
か
云
但
今
案
た
つ
た
山
と
い
は
ん
と

て
お
き
つ
し
ら
な
み
と
い
ひ
し
ら
波
と
い
は
む
と
て
風
吹
は
と

云
に
て
こ
そ
あ
ら
め
と
云
て
万
葉
に
い
せ
の
山
の
へ
の
御
井
に

て
よ
め
る
歌
に
わ
た
つ
海
の
奥
津
し
ら
波
た
つ
田
山
い
つ
か
こ

え
な
ん
い
も
か
あ
た
り
み
ん
と
云
を
ひ
け
る
（
後
略
）

　

・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
Ｄ
）

　
　
　
　

風
吹
は
お
き
つ
し
ら
な
み
立
田
山

　
　
　
　

夜
半
に
や
き
み
か
ひ
と
り
行
ら
ん

　
　

お
き
つ
し
ら
な
み
と
は
ぬ
す
人
此
山
に
た
つ
所
な
る
に
よ
り
い
ひ
つ

け
た
る
と
け
ん
ち
う
み
つ
か
ん
に
け
ん
し
よ
う
か
い
ひ
て
た
ゝ
こ
ん

あ
ん
た
つ
た
と
い
は
ん
と
て
風
吹
は
に
て
こ
そ
あ
ら
め
と
い
ひ
て
ま

ん
よ
う
伊
勢
の
山
の
へ
の
御
井
に
て
よ
め
る
う
た
わ
た
つ
う
み
の
お

き
つ
白
浪
た
つ
山

（
マ
マ
）山

は
い
つ
か
こ
へ
な
む
い
も
か
あ
た
り
み
む
と
い

ふ
を
ひ
け
り
（
後
略
）

23
段
の
注
記
よ
り
、
顕
著
な
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。（
Ａ
）
と
（
Ｄ
）

と
は
本
文
の
系
統
を
異
に
す
る
も
の
の
、
先
の
例
と
類
似
す
る
漢
字
・
仮

名
の
使
用
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
表
記
の
問
題
は
本
文
系
統
の
差
に

関
わ
ら
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
右
の
例
で
は
、「
顕
注
密
勘
」「
け
ん
ち
う

み
つ
か
ん
」
が
最
も
特
異
な
例
で
あ
ろ
う
。
書
名
で
あ
る
『
顕
注
密
勘
』

が
、（
Ｄ
）
で
は
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、仮
名
を
一
見
し
た
だ
け
で
は
、

即
座
に
書
名
で
あ
る
と
は
判
断
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。『
顕
注
密
勘
』

を
知
る
者
で
あ
れ
ば
、
仮
名
書
き
で
書
く
必
要
も
無
い
で
あ
ろ
う
し
、
仮

名
書
き
に
よ
っ
て
余
計
に
分
か
り
づ
ら
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

漢
字
・
仮
名
の
使
用
頻
度
が
、
最
も
大
き
く
出
て
い
る
箇
所
は
、
冒
頭

に
示
さ
れ
る
総
論
部
の
末
尾
で
あ
る
。
同
じ
く
、（
Ａ
）
と
（
Ｄ
）
と
を

並
べ
て
示
す
。

　

・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　

又
或
自
筆
の
本
奥
書
此
物
語
古
人
説
不
同
或
称
在
中
将
自
書
或
称
伊

勢
筆
作
就
彼
是
有
書
落
事
等
上
古
人
強シ

イ
テ

不
可
尋
其
作
者
只
可
翫
詞

花
言
葉
而
巳
と
侍
る
に
や
黄
門
の
心
に
も
以
降
事
な
れ
は
お
ほ
つ
か

な
く
お
ほ
し
け
る
な
る
へ
し
雖　
　

字
者
用
伊
勢
筆
作
之
義
於
心
者
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可
翫
詞
花
言
葉
之
義
用
之
者
也
学
者
此
義
可
思
者
歟

　

・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
Ｄ
）

　
　

ま
た
あ
る
ひ
は
し
ひ
つ
の
ほ
ん
お
く
か
き
に
こ
の
物
語
こ
し
ん
の
せ

つ
お
な
し
か
ら
す
あ
る
ひ
は
さ
い
ち
う
し
や
う
の
し
し
よ
と
せ
う
し

あ
る
ひ
は
い
せ
か
ひ
つ
さ
く
と
せ
う
し
か
れ
こ
れ
に
つ
ゐ
て
か
き
を

と
す
事
と
そ
う
あ
り
し
や
う
こ
の
人
し
い
て
そ
の
さ
く
し
や
を
を
た

つ
ぬ
へ
か
ら
す
た
ゝ
し
く
わ
け
ん
よ
う
を
も
て
あ
そ
ふ
へ
し
と
侍
る

に
や
わ
う
も
ん
の
心
に
も
昔
の
事
な
れ
は
お
ほ
つ
か
な
く
お
ほ
し
け

る
な
る
へ
し
し
か
り
と
い
へ
と
も
み
や
う
し
に
お
ひ
て
は
伊
勢
の
ひ

つ
さ
く
の
き
と
も
ち
い
心
に
お
ひ
て
は
も
て
あ
そ
ふ
へ
し
し
く
わ
の

け
ん
よ
う
の
き
も
ち
う
へ
き
も
の
也
か
く
し
や
こ
の
き
お
も
ふ
へ
き

も
の
か

（
Ａ
）
に
お
い
て
漢
文
体
で
示
さ
れ
た
部
分
が
、（
Ｄ
）
で
は
ほ
ぼ
仮
名
に

よ
っ
て
読
み
下
さ
れ
る
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
音
読
み
箇
所
が
そ
の
ま
ま

仮
名
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
す
べ
て
を
和
文
体
に
直
し
た
と
い

う
訳
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
（
Ａ
）
の
様
な
文
章
が
基
盤
と
な
っ
て
、

仮
名
で
表
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
漢
字
と
仮
名
の
表
記
差
は
、『
山
口
記
』
全
体
を
通
し

て
よ
く
見
ら
れ
る
。
漢
字
の
使
用
頻
度
は
、（
Ａ
）
が
最
も
高
く
、
次
い

で
（
Ｆ
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
二
本
に
お
い
て
は
漢
字
が
多
用
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
一
方
、最
も
仮
名
の
表
記
が
多
い
も
の
は
（
Ｄ
）
で
あ
り
、

先
に
挙
げ
た
よ
う
な
、
ほ
ぼ
仮
名
の
み
で
記
さ
れ
た
注
記
も
ま
ま
見
ら
れ

る
。

　

こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
ど
う
や
ら
『
山
口
記
』
に
は
、
あ
る
段
階
に

お
い
て
、
漢
字
を
仮
名
に
ひ
ら
く
所
作
が
加
え
ら
れ
た
と
思
し
い
。
そ
の

要
因
は
、
単
な
る
書
写
者
の
好
み
な
ど
で
は
な
く
、
こ
の
『
山
口
記
』
の

享
受
層
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
山
口
記
』
の
対
象
が
、

地
方
の
武
家
や
初
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
漢
字
と
仮

名
の
使
い
分
け
も
、
対
象
者
の
知
識
不
足
に
起
因
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
漢
字
を
適
切
に
読
め
な
い
、
漢
字
・
漢
語
の
意
味
を
適
切

に
把
握
出
来
な
い
対
象
に
、
最
も
平
易
な
形
、
即
ち
読
め
る
形
と
し
て
仮

名
表
記
を
採
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
く
は
、『
山
口
記
』
を

用
い
た
講
釈
が
行
わ
れ
た
際
に
、
対
象
者
が
耳
で
聞
い
た
文
言
を
適
切
に

漢
字
表
記
に
変
換
出
来
な
か
っ
た
も
の
と
も
捉
え
ら
れ
る
か（

（1
（

。
い
ず
れ
に

せ
よ
、『
山
口
記
』
の
対
象
者
が
、
そ
こ
ま
で
高
い
知
識
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
初
学
者
へ
の
配
慮
こ
そ
が
、
こ
の
現
象

の
要
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
節
で
取
り
上

げ
た
漢
字
と
仮
名
の
表
記
差
は
、『
山
口
記
』
享
受
の
痕
跡
と
位
置
付
け

ら
れ
る
。

　

注
記
の
表
記
は
、
本
来
は
注
釈
書
の
性
格
や
内
容
に
関
わ
る
も
の
で
は
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な
い
。
し
か
し
、『
山
口
記
』
の
伝
本
間
に
見
ら
れ
る
表
記
差
は
、『
山
口

記
』と
い
う
注
釈
書
の
性
格
を
端
的
に
示
す
事
例
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

表
記
差
の
面
か
ら
も
、
本
書
が
初
学
者
向
け
の
注
釈
書
で
あ
っ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
よ
う
。

五
、
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、『
伊
勢
物
語
山
口
記
』
の
諸
伝
本
を
扱
い
な
が
ら
、
現
段

階
で
窺
え
る
問
題
を
論
じ
て
き
た
。諸
本
系
統
や
注
記
の
増
補
改
訂
過
程
、

注
記
の
表
記
差
等
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
が
、
一

部
で
は
あ
る
も
の
の
、
新
た
な
伝
本
を
通
し
て
詳
ら
か
に
な
っ
た
。

　
『
山
口
記
』
の
注
釈
書
と
し
て
の
性
格
や
、
注
釈
史
に
お
け
る
意
義
付

け
等
は
、
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
伊
勢
物
語
』
享

受
の
一
実
態
を
、
典
籍
の
形
態
に
お
い
て
も
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
可
能

性
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
事
象
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
初

学
者
向
け
に
記
さ
れ
た
と
す
る
本
書
が
、
形
態
と
し
て
も
初
学
者
の
使
用

を
窺
わ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
『
山
口
記
』
は
初
学
者
向
け
の
注

釈
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
一
概
に
初
学
者
と

言
っ
て
も
、
対
象
や
場
に
よ
っ
て
注
釈
内
容
が
変
化
す
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
た
め
、
注
記
内
容
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必

要
と
な
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
注
釈
書
の
実
態
が
注
釈
書
の

外
部
事
象
か
ら
も
把
握
さ
れ
う
る
点
や
、
注
釈
書
の
内
部
（
注
記
内
容
や

奥
書
）
と
、
注
釈
書
の
外
部
（
伝
本
状
況
や
典
籍
の
形
態
）
と
が
連
動
す

る
点
は
、
注
釈
書
研
究
に
お
け
る
新
た
な
視
座
を
我
々
に
与
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
す
べ
て
の
注
釈
書
が
、
本
書
と
同
様
の
傾
向
を
見
せ
る
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
注
釈
書
の
外
部
的
要
素
が
注
釈
書
の
性
格
付
け
に

深
く
関
わ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
は
、他
に
お
い
て
も
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。

注
釈
書
の
外
部
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
格
を
示
唆
す
る
も
の
と
し

て
、
今
以
上
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
1
）　

本
稿
で
示
す
奥
書
や
注
記
に
つ
い
て
は
、
見
や
す
さ
を
配
慮
し
、

改
行
や
句
読
点
等
、
一
部
私
に
改
め
た
。

（
2
）　

大
津
有
一
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
の
研
究
』（
石
川
国
文
学
会
、

一
九
五
四
。
改
訂
版
、
八
木
書
店
、
一
九
八
六
）。

（
3
）　

山
本
登
朗
「
解
題
」（『
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
』
第

三
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
八
九
）、
同
「
解
題
」（『
伊
勢
物
語
古
注
釈

大
成
』
第
三
巻
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
）。
な
お
、
紙
幅
の
都
合
に

よ
り
、
氏
が
指
摘
す
る
注
釈
内
容
の
特
徴
や
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
本
書



125

の
性
格
や
学
術
的
価
値
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

（
4
）　

拙
稿
「
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
『
伊
勢
物
語
和
哥
注
』
翻
刻
」（『
奈

良
大
学
紀
要
』
第
45
号
、
二
〇
一
七
・
三
）。

（
5
）　
（
Ａ
）
～
（
Ｅ
）
ま
で
は
、
山
本
氏
の
前
掲
注
3
に
よ
っ
て
報
告

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、（
Ｆ
）
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
4
の
拙
稿
で
取

り
上
げ
た
。

（
6
）　

山
本
氏
は
、「
書
陵
部
本
奥
書
の
表
現
は
、
訓
読
し
が
た
い
部
分

が
あ
る
も
の
の
、「
当
地
」
で
の
「
或
人
」
へ
の
授
与
の
際
に
記
さ
れ

た
奥
書
と
考
え
て
、
ひ
と
ま
ず
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
な
い
。
お
そ
ら
く

は
こ
れ
が
、
山
口
で
の
授
与
の
際
に
記
さ
れ
た
奥
書
で
は
な
か
っ
た
か

と
推
測
さ
れ
る
。」
と
し
、
書
陵
部
蔵
本
が
初
撰
本
の
姿
を
伝
え
て
い

る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

（
7
）　

前
掲
注
3
。

（
8
）　

板
本
と
比
較
す
る
と
、
36
段
・
37
段
・
87
段
の
各
注
記
に
欠
脱
が

認
め
ら
れ
る
。

（
9
）　

例
え
ば
、
以
下
の
注
記
末
尾
に
見
ら
れ
る
、
細
字
書
き
入
れ
（
傍

線
部
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　
　
　

�

と
へ
は
い
ふ
と
は
ね
は
う
ら
む
武
蔵
鐙
か
ゝ
る
折
に
や
人
は
し

ぬ
ら
ん

　
　
　
　
　
　

�

前
の
歌
の
あ
や
に
く
に
し
て
一
片
に
な
け
れ
は
い
か
に
す

へ
き
そ
と
思
ふ
故
に
か
ゝ
る
折
に
や
せ
む
か
た
な
く
て
人

の
し
ぬ
と
云
事
も
あ
ら
ん
と
云
心
也
如
此
歌
お
ほ
え
て
も

詮
な
く
や
武
蔵
鐙
な
と
ゝ
連
歌
に
す
ま
し
き
と
云
心
也

　
　

山
本
氏
は
、
こ
れ
ら
の
増
補
が
、
ま
さ
し
く
初
学
者
向
け
に
『
山
口

記
』
が
用
い
ら
れ
た
痕
跡
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
10
）　

例
え
ば
、
以
下
の
23
段
の
注
記
が
該
当
す
る
。

　
　
　

・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　
　
　

風
ふ
け
は
奥
津
し
ら
な
み
立
田
山
夜
半
に
や
君
か
独
こ
ゆ
ら
ん

　
　
　
　
　
　

�

奥
津
し
ら
波
と
は
盗
人
此
山
に
立
所
な
る
に
よ
り
て
い
ひ

つ
け
た
る
と
顕
注
密
勘
に
顕
昭
か
云
但
今
案
た
つ
た
山
と

い
は
ん
と
て
お
き
つ
し
ら
な
み
と
い
ひ
し
ら
波
と
い
は
む

と
て
風
吹
は
と
云
に
て
こ
そ
あ
ら
め
と
云
て
万
葉
に
い
せ

の
山
の
へ
の
御
井
に
て
よ
め
る
歌
に
わ
た
つ
海
の
奥
津
し

ら
波
た
つ
田
山
い
つ
か
こ
え
な
ん
い
も
か
あ
た
り
み
ん
と

云
を
ひ
け
る

　
　
（
Ｆ
）（
Ｇ
）
に
は
存
在
す
る
が
、（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｄ
）
に
は
見
え
な
い
。

（
11
）　

注
記
途
中
に
不
自
然
な
空
白
が
見
ら
れ
る
。
親
本
の
段
階
で
欠
損

し
て
い
た
部
分
を
、そ
の
ま
ま
空
白
と
し
て
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）　

前
掲
注
9
で
示
し
た
例
等
に
見
ら
れ
る
、
注
記
末
尾
に
書
き
入
れ
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ら
れ
る
細
字
注
記
の
こ
と
。

（
13
）　

現
状
で
は
、
稿
者
は
、
書
物
と
し
て
伝
播
し
て
い
く
過
程
で
漢
字

を
仮
名
に
改
め
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
判
断
材
料
と
し
て
、
以
下
に

88
段
の
例
を
示
す
。

　
　
　

・
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本
（
Ｆ
）

　
　
　
　

�

大
か
た
は
月
を
も
め
て
し
こ
れ
そ
此
つ
も
れ
は
人
の
老
と
な
る

も
の

　
　
　
　
　
　

�

此
大
か
た
と
云
詞
心
え
ら
る
ゝ
様
な
か
ら
其
心
を
い
ふ
に

は
い
は
れ
ぬ
物
な
り
（
以
下
略
）

　
　
　

・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
天
文
十
八
年
奥
書
本
（
Ａ
）

　
　
　
　

大
方
は
月
を
も
め
て
し
こ
れ
そ
此
つ
も
れ
は
人
の
老
と
成
も
の

　
　
　
　
　
　

�

此
大
か
た
と
云
詞
心
得
ら
る
ゝ
さ
ま
な
か
ら
其
心
を
云
は

い
は
れ
ぬ
物
也
（
以
下
略
）

　
　
　

・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
Ｄ
）

　
　
　
　
　
　

大
か
た
は
月
を
も
め
て
し
こ
れ
そ
こ
の

　
　
　
　
　
　

つ
も
れ
は
人
の
お
ひ
と
な
る
も
の

　
　
　
　

�

此
大
か
た
と
い
ふ
こ
と
は
心
へ
ら
る
ゝ
や
う
な
か
ら
其
心
を
い

ふ
に
は
い
は
れ
ぬ
物
な
り
（
以
下
略
）

　
　
　

・
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
（
Ｇ
）

　
　
　
　

�

大
か
た
は
月
を
も
め
て
し
こ
れ
そ
こ
の
つ
も
れ
は
人
の
老
と
な

る
も
の

　
　
　
　
　
　

�

こ
の
大
か
た
と
い
ふ
こ
と
は
こ
ゝ
ろ
へ
ら
る
ゝ
さ
ま
な
か

ら
そ
の
心
を
い
へ
は
い
は
れ
ぬ
物
な
り
（
以
下
略
）

　
　

傍
線
部
に
表
記
差
が
見
ら
れ
る
。「
様
」
を
、一
方
で
は
「
や
う
」
と
、

も
う
一
方
で
は
「
さ
ま
」
と
仮
名
書
き
し
て
い
る
。
こ
の
例
か
ら
は
、

も
と
も
と
漢
字
で
書
か
れ
て
い
た
部
分
を
仮
名
に
改
め
た
と
判
断
す

べ
き
で
あ
る
。

�

（
ま
つ
も
と　

お
お
き
／
奈
良
大
学
講
師
）


